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みんな一緒にハイポーズ！

　

２
０
２
３
年
１
０
月
１
５
日
、

暫
く
コ
ロ
ナ
禍
で
暫
く
中
止
と
な

っ
て
い
た
秋
祭
り
が
再
開
。
子
ど

も
た
ち
の
「
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ

し
ょ
い
」
の
か
け
声
が
、
久
し
ぶ

り
に
三
秋
中
へ
と
響
き
わ
た
り
ま

す
。
暫
く
中
止
し
て
い
た
間
に
、

卒
業
・
進
学
等
で
担
ぐ
子
ど
も
が

減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の

光
景
が
、
次
の
世
代
へ
と
受
け
継

が
れ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
こ
の
子

ど
も
神
輿
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

神輿を担ぐ子どもたち

神
輿
だ
！
わ
っ
し
ょ
い

（文
責
）　

原
田　

夏
子

　

今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
ま

で
は
、
長
靴
と
オ
ー
バ
ー
オ
ー
ル

を
着
て
泥
水
の
中
に
入
る
と
い
う

印
象
の
レ
ン
コ
ン
掘
り
で
し
た

が
、
実
際
は
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
と

同
じ
要
領
で
土
の
中
に
生
え
て
い

る
レ
ン
コ
ン
に
傷
が
付
か
な
い
よ

う
に
注
意
し
な
が
ら
掘
り
進
め
て

い
き
ま
し
た
。
自
分
で
掘
っ
た
レ

ン
コ
ン
の
味
は
格
別
で
し
た
！
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

木
下　

る
さ
か

　

レ
ン
コ
ン
掘
り
イ
ベ
ン
ト
で
は

準
備
・
片
付
け
を
含
め
当
日
の
案

内
か
ら
掘
り
係
を
担
当
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
！
人
生
で
初
め
て
の
レ

ン
コ
ン
掘
り
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
三
秋
の
先
輩
方
が
コ
ツ
を
教

え
て
下
さ
っ
た
お
か
げ
て
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
！
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
原

田
さ
ん
を
は
じ
め
皆
さ
ん
の
協
力

の
も
と
成
功
し
た
イ
ベ
ン
ト
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
課
題
は
残

り
ま
す
が
、
地
域
の
人
が
地
域
の

活
性
化
の
た
め
に
動
き
行
動
す
る

姿
を
見
て
感
動
し
ま
し
た
。
今
後

も
課
題
を
解
決
し
ま
す
ま
す
い
ー

よ
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
！

中
山　

慎

　

今
回
の
体
験
会
に
て
、
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
ご
協
力
頂
い
た
「
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
」
の
２
名
の
方

よ
り
、
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た

の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

三秋産の農産物を販売するコーナー 制限時間１時間の掘り放題

がんばって掘りました！

ま
た
今
回
は
、
自
治
会
（
大
字
）

か
ら
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

頂
き
、
各
組
の
正
副
組
長
さ
ん
に

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
お
手
伝
い
頂

き
ま
し
た
。
更
に
、
６
月
の
ホ
タ

ル
観
賞
会
で
ご
協
力
頂
い
た
「
い

よ
あ
か
り
」
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海

外
協
力
隊
、
愛
大
生
等
々
、
三
秋

外
の
大
勢
の
皆
さ
ん
に
も
助
け
ら

れ
、
無
事
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

こ
の
レ
ン
コ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
、
色
々
な
方
と
つ
な
が
り
、
輪

が
広
が
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。
三
秋
レ
ン
コ
ン
拡
大
中
！

　

２
０
１
９
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
、
今
回
で
５
回
目
と
な
っ
た
、

レ
ン
コ
ン
収
穫
体
験
会
。
新
型
コ

ロ
ナ
５
類
移
行
に
伴
い
、
制
限
し

て
い
た
募
集
人
数
を
コ
ロ
ナ
禍
前

の
人
数
に
戻
し
、
１
１
月
３
日
と

１
９
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開

催
。
延
べ
８
７
人
の
方
に
お
越
し

頂
き
、
大
勢
の
方
に
、「
三
秋
レ
ン

コ
ン
」
と
三
秋
と
い
う
地
域
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 大きなレンコンを掘り出す親子とスタッフ

三
秋
レ
ン
コ
ン
拡
大
中
！

（文
責
）　

原
田　

浩
明 試し掘り会に参加された皆さん

も
あ
り
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
一

日
で
し
た
。

この日一番長いレンコン掘りました

　

秋
晴
れ
の
青
空
の
下
、
レ
ン
コ

ン
試
し
掘
り
会
が
、
１
０
月
２
２

日
、「
レ
ン
コ
ン
フ
ァ
ー
ム
三
秋
」

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
好
天
に
恵

ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
前
回
よ
り

も
、
大
変
多
く
の
方
に
参
加
頂
き
、

た
く
さ
ん
の
レ
ン
コ
ン
を
掘
り
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
小
さ
な
お
子

さ
ん
も
、
大
人
に
負
け
じ
と
一
生

懸
命
掘
っ
て
い
て
、
微
笑
ま
し
い

限
り
で
し
た
。
ま
た
今
回
は
、
途

中
で
折
ら
ず
に
掘
り
出
し
た
レ
ン

コ
ン
の
長
さ
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト 鍬やスコップを手に掘り進める皆さん

（文
責
）　

原
田　

浩
明

大
豊
作
！
三
秋
レ
ン
コ
ン

皆さんのお家に古い写真が眠っていませんか？昔の風景や
お祭り等、三秋に関する昔の写真がございましたらご連絡く
ださい。また、その他の投稿・情報・写真も随時お待ちし
ております。 ★みあきの○○〇 ★うちの家族を紹介します　
etc・・・。自薦他薦問いません。お近くの当新聞編集
委員もしくは、メールにてご連絡下さい。　　
info.miaki@gmail.com

編   集    後    記
昨年11月、伊予市総合防災訓練に参加して参りました。シェ
イクアウト訓練や避難者名簿作成訓練等の基本的なことか
ら、車中泊体験や濃煙体験等、防災に関する様々な訓練・体
験をし、防災についての意識をより深める一日となりまし
た。先日も能登半島地震があったばかりです。平時のうちに
身の回りの防災について見直してみませんか？

第20号の当選者は、伊予市の須賀さんです。おめでと
うございます。

　ナス科の野菜は、ナス・トマト・ピーマン・シシ
トウ・じゃがいも・唐辛子・パプリカなど、日本で
は２０種ほど知られています。
　ナス科の野菜は、ほとんどが果菜類ですが、じゃ
がいもは根菜類になります。

解説

①　ナス　　　  （　Ｃ　）　（　イ　）
②　ピーマン　  （　Ａ　）　（　ウ　）
③　ミニトマト  （　Ｂ　）　（　ア　）

第20号のクイズの答えと解説
答え

れかにてご応募ください。正解者の中から抽選で１
名の方に図書カード５００円分をプレゼントいたし
ます。
宛先　〒799-3124　伊予市三秋甲２７１－２
            地域新聞みあき事務局　宛
Ｅメール　info.miaki@gmail.com
応募締切 2024年５月６日（月）必着
当選発表　本紙第22号にて
※ご応募いただいた皆様の個人情報は事務局にて厳
重に管理し、プレゼントの発送及び当事務局からの
お知らせ以外の目的では使用いたしません。

応募フォームこちら

①クイズの答え 　
三秋口（　　　）
三秋消防団詰所（　　　）
三秋 （　　　）
②住所③氏名④年令⑤本紙の感想
（どの記事が良かったか）などを
明記の上、郵便ハガキ・Ｅメール・
公式 HP の応募フォーム（左記の
QR コードからアクセス）のいず

応 募 方 法

A B

C

Q.バス停の名前と周辺の様子の写真を組み合わせて
ください。

伊予市

三秋口
バスのりば

伊予市

三 秋 消 防 団 詰 所
バスのりば

伊予市

三 秋
バスのりば

三秋には、伊予市のコミュニティバスの路線（三秋線）
があります。バス停は３箇所あります。

読者プレゼントコーナー 
～コミュニティバスに関するクイズ～  

性別 男の子 ♂

年齢 11歳　
11月28日生

犬種 パピオンとトイ
プードルのミッ
クス犬

性格 人前ではおとな
しくお利口です
が、家の中では
自分が一番のよ
うにいばってい

ます。ご主人の言っていることはよくわかっていて、おねだり上
手です。食事や就寝の時は、声を掛ければよく聞いてくれます。

大元モモエさんの「レオ」くんNo.12

うちの家族を紹介します （文責・日山　貞治）

寡ではなく、心持ちによって作ることができると感じます。毎
日の献立に一番大切なものは変化だと、沢村貞子は書いていま
す。
　また、役者である彼女のプロ意識も強く感じます。元来丈夫
ではない自分と、夫の忙しい毎日を支えるために、食事は欠か
せない。時間もないし毎日続く食事を、どうにか箸が進むよう
に工夫してみようと、彼女は記録を続けました。
　私が沢村貞子を知ったのは、実はテレビではなく、この献立
日記でした。今から30年前、高校の図書室（学校図書館）に、
過去に出版された献立日記の本があったのです。そこから沢村
貞子の書く文章に魅かれ、彼女の随筆をよく読みました。文章
の間も好きでした。身の丈にあった暮らし。だけど、豊かな暮
らし。沢村貞子の毎日に憧れた高校生は主婦になり、今も折々
に献立日記をめくっています。

　お料理が好きでも、毎日の献立
を考えるのは大変だと思う方は、
たくさんいらっしゃるのではない
でしょうか？　今回は、役者・沢
村貞子が、二十六年間、大学ノー
トに毎日記入し続けた献立日記を
紹介します。
　この本には料理の写真は一枚も
ありません。献立表と「献立日記
あれこれ」という随筆のみで構成
されています。ですが、お料理を
している人ならばとても楽しい本
です。何気ないお惣菜の名前か
ら、旬の食材のやりくりが見えて
きます。豊かな暮らしは金銭の多

沢村貞子（著）中公文庫　中央公論新社
『わたしの献立日記』

みあき図書館 （文責・岡田　有利子）



下三秋の亥の子（亥の子石） 折戸の亥の子（わら棒）

　

亥
の
子
唄
が
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て

い
た
「
亥
の
子
」
が
、
３
年
ぶ
り

に
再
開
。
１
１
月
４
日
に
折
戸
組

で
、
同
月
１
３
日
に
下
三
秋
組
に

て
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

使
用
す
る
道
具
が
異
な
り
、
折
戸

は
、
わ
ら
を
棒
状
に
し
た
も
の
を

手
に
各
戸
を
回
る
『
わ
ら
棒
方

式
』、
下
三
秋
は
、
亥
の
子
石
を
み

（文
責
）　

原
田　

浩
明

３

年

ぶ

り

の

お

亥

の
子

さ

ん

ん
な
で
引
っ
張
り
合
う
『
亥
の
子

石
方
式
』
で
、
亥
の
子
唄
の
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
て
地
面
を
叩
き
ま

す
。

　

少
子
化
や
農
家
の
減
少
等
に
よ

り
、「
亥
の
子
」
が
現
在
も
行
わ
れ

て
い
る
地
域
が
伊
予
市
内
で
も

減
っ
て
お
り
、
両
方
の
や
り
方
が

残
る
三
秋
は
、
大
変
貴
重
だ
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

湊町の丸型ポスト

三秋で唯一の消防詰所前に
設置されている郵便ポスト

　

三
秋
消
防
団
詰
所
前
に
は
、
三

秋
唯
一
の
郵
便
ポ
ス
ト
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
郵
便
ポ
ス
ト
の
型

は
一
番
新
し
い
１
４
型
の
改
良
型

で
、
差
入
口
が
ほ
ん
の
少
し
拡
大

し
た
１
４
Ｗ
型
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。
平
成
２
４
年
（
２
０
１
４
）

か
ら
登
場
し
ま
し
た
。

　

現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
ポ
ス
ト

は
、
平
成
２
９
年
３
月
に
山
崎
産

業
株
式
会
社
が
納
入
し
た
比
較
的

新
し
い
も
の
で
す
。

　

大
き
さ
は
、
本
体
の
高
さ
５
０

㎝
・
幅
３
５
㎝
・
奥
行
き
４
０
㎝

で
す
。
脚
柱
の
高
さ
が
５
０
㎝
・

直
径
１
１
㎝
で
す
。
ポ
ス
ト
の
番

号
は
０
０
０
１
６
１
で
、
所
在
地

は
三
秋
４
０
７
の
１
に
な
っ
て
い

ま
す
。
取
集
時
刻
は
、
毎
日
一
回

で
平
日
が
１
０
時
１
０
分
頃
、
土
・

休
日
が
１
０
時
２
０
分
頃
で
す
。

　

市
内
伊
予
地
区
に
は
、
昭
和
２

４
年
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
レ
ト

ロ
な
丸
型
１
号
が
２
基
（
灘
町
山

丈
商
店
跡
前
と
湊
町
旧
松
岡
商
店

前
）
残
っ
て
お
り
、
今
で
も
現
役

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

（文
責
）　

日
山　

貞
治

三
秋
の
郵
便
ポ
ス
ト

（
郵
便
差
出
箱
） ヨメナの群生

　

田
畑
の
畦
や
休
耕
田
に
生
育
し

て
い
た
ヨ
メ
ナ
で
す
。
長
い
地
下 嫁菜（ヨメナ）

（文
責
）　

日
山　

貞
治

淡
紫
色
の
菊
の
花

「

ヨ

メ

ナ

」
茎
で
繁
殖
す
る
の
で
、
所
々
群
生

し
て
い
ま
す
。

　

和
名
の
嫁
菜
（
ヨ
メ
ナ
）
は
、

婿
菜
（
ム
コ
ナ
・
白
い
菊
の
花
を

咲
か
す
シ
ラ
ヤ
マ
ギ
ク
）
に
対
し

て
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
若
芽

は
、
食
用
と
し
て
香
り
が
よ
く
美

味
だ
そ
う
で
す
。

　

よ
く
似
た
花
に
、
野
紺
菊
（
ノ

コ
ン
ギ
ク
）
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は

葉
や
茎
が
ざ
ら
つ
き
、
そ
う
果
に

冠
毛
が
あ
り
ま
す
。

ラッピング車両２両編成ラッピング車両３両編成

　
「
愛
あ
る
伊
予
灘
線
」
を
走
る

ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両
の
す
ま
い
る
え

き
ち
ゃ
ん
号
と
お
さ
ん
ぽ
な
ん
よ

号
は
、
車
両
型
式
が
キ
ハ
５
４
形

で
す
が
、
鬼
列
車
は
キ
ハ
３
２
形

で
少
し
小
型
の
車
両
で
す
。
こ
の

３
台
の
車
両
コ
ラ
ボ
が
２
両
編
成

以
上
の
時
に
時
々
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
組
み
合
わ
せ
は
一
定
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
走
行
し
て
い
る

カ
ラ
フ
ル
な
車
両
風
景
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ラ
ッ
キ
ー
と

思
う
瞬
間
で
す
。

ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両

の

コ

ラ

ボ

（文
責
）　

日
山　

貞
治

　

岡
田
組
の
谷
本
裕
斗
・
美
咲
さ

ん
夫
婦
に
、
凌
永
（
り
ょ
う
と
）

君
（
２
０
２
３
年
１
０
月
２
０
日

生
、
次
男
）
が
産
ま
れ
ま
し
た
。

長
男
の
啓
永
（
け
い
と
）
君
（
２

０
２
１
年
６
月
１
２
日
生
）
も
嬉

し
そ
う
で
す
。
お
名
前
は
、「
凌
駕

す
る
」
に
由
来
し
、
兄
を
超
え
る
・

他
者
を
圧
倒
す
る
よ
う
な
人
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込

め
て
つ
け
ま
し
た
。
永
（
と
）
は
、

祖
母
・
父
母
み
ん
な
で
父
の
「
と

」
を
も
ら
う
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　

子
育
て
で
大
切
に
し
た
い
こ
と

は
、「
や
り
た
い
こ
と
を
、
や
ら
せ

て
あ
げ
ら
れ
る
環
境
を
作
る
こ
と

」
で
す
。
三
秋
の
好
き
な
と
こ
ろ

は
、「
自
然
の
中
で
大
き
な
声
を
出

し
て
も
安
心
な
と
こ
ろ
で
、
子
ど

も
が
の
び
の
び
育
て
ら
れ
る
、
夜

は
静
か
に
眠
れ
る
と
こ
ろ
」
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
三
秋
に
望
む
こ
と

は
、「
子
育
て
し
や
す
い
、
子
ど
も

が
遊
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
三
秋
」
で

す
。
今
住
ん
で
い
る
方
・
こ
れ
か

ら
住
ま
れ
る
方
に
喜
ば
れ
る
三

秋
、
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

こ
れ
か
ら
も
谷
本
さ
ん
親
子
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。　

凌永君とお母さん・啓永君とお祖母ちゃん

出
産
お
め
で
と
う

（文
責
）　

稲
多　

早
苗

※

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
と
は
、
本

来
大
人
が
担
う
と
想
定
さ
れ
て
い

る
家
事
や
家
族
の
世
話
な
ど
を
日

常
的
に
行
っ
て
い
る
こ
ど
も
の
こ

と
。 (

こ
ど
も
家
庭
庁
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

啓発ビデオ「夕焼け」を視聴

理
解
を
深
め
る
講
話
を
聞
き
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
で
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
啓
発
ビ
デ
オ
に
つ
い

て
の
感
想
か
ら
、
不
登
校
生
に
対

す
る
学
校
の
対
応
に
つ
い
て
の
質

問
に
至
る
ま
で
、
自
由
闊
達
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
近
の
国
の
調
査
で
は
、
３
０

～
４
０
人
の
学
級
で
１
～
２
人
の

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
い
る
可
能
性

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
多
く
は
、
誰
か

に
相
談
す
る
機
会
が
少
な
い
た
め

に
、
周
囲
か
ら
見
過
ご
さ
れ
や
す

い
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。「
そ
ん

な
子
ど
も
は
周
り
に
い
な
い
」
と

い
う
「
思
い
込
み
」
が
子
ど
も
の

権
利
を
奪
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
、「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
子
ど

も
権
利
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
て

は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　

皆
さ
ん
、「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

　

去
る
１
０
月
１
３
日
、
令
和
５

年
度
人
権
・
同
和
教
育
地
区
別
懇

談
会
が
三
秋
集
会
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
子
ど

も
権
利
」
を
テ
ー
マ
に
、
啓
発
ビ

デ
オ
「
夕
焼
け
」
を
視
聴
し
、
講

師
の
先
生
に
よ
る
ビ
デ
オ
の
解
説

及
び
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
つ
い
て
学
ぶ

（文
責
）　

原
田　

浩
明 法面外

ｔ
で
す
。
新
池
の
特
徴
と
し
て
は
、

堤
体
上
が
生
活
道
路
に
な
っ
て
い

る
こ
と
。
貯
水
量
に
対
し
、
堤
体

の
高
さ
が
１
０
ｍ
を
超
え
て
い
ま

す
。（
伊
予
市
の
溜
池
１
６
２
ヶ
所

の
う
ち
９
番
目
に
高
い
。
三
秋
大

池
は
１
４
ｍ
・
大
谷
池
は
３
７
ｍ
）

水
面
下
に
松
山
自
動
車
道
の
城
ヶ

端
第
１
橋
の
橋
脚
が
２
本
あ
り
ま

す
。

　

伊
予
市
産
業
建
設
部
・
農
林
水

産
課
が
平
成
３
０
年
３
月
に
作
成

し
た
、
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
ブ

（
１
０
万
ト
ン
未
満
の
重
点
た
め

池
）
に
は
、
大
規
模
地
震
に
よ
り
、

た
め
池
が
決
壊
し
た
場
合
を
想
定

し
た
浸
水
地
域
が
図
示
さ
れ
て
い

る
の
で
、
自
宅
で
マ
ッ
プ
を
保
管

さ
れ
て
い
る
家
庭
は
、
今
一
度
確

認
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

新
池
（
三
秋
）
は
、
三
秋
城
ヶ

端
甲
６
３
の
３
に
位
置
し
、
堤
体

の
高
さ
は
１
０
・
３
ｍ
、
堤
頂
長

は
４
０
ｍ
、
貯
水
量
は
７
６
０
０ 橋脚

新

池
（
三

秋
）

（文
責
）　

日
山　

貞
治

右
面　

本
郡
村
六
兵
栄
・
茂
左
エ

           

門
・
儀
助

　
　
　

三
嶋
田
丁(

町
・
偏
と
旁
を

           

別
々
に
刻
む)

　
　
　

久
蔵
・
弥
八
・
清
治
・
七

           

三
良

　
　
　

當
村
恵
明
・
太
良
右
門
・

           

長
作
・
太
三
良
・
平
十
良
・

           

藤
蔵
・
喜
平
・
藤
右
門
・

           

惣
八

左
面　

尾
嵜
村
伊
藤
久
右
エ
門
・       

           

久
蔵
・
甚
助
・
庄
内

　
　
　

中
村
礒
七

　
　
　

市
場
村
儀
八
・
嘉
平
・
与

           

左
エ
門
・
市
兵
永
・
和
平

           

治
・
弥
若
門

裏
面　

萬
人
講
／
十
方
施
主
且
中

           

／
若
連
中

　

北
山
崎
地
区
の
檀
家
の
方(

稲
荷

村
・
森
村
の
寄
進
者
名
は
無
し)

が

建
立
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
名
字

の
あ
る
、
尾
崎
村
の
伊
藤
久
右
エ

門
が
檀
家
の
中
心
と
な
り
、
活
秀

和
尚
が
施
主
の
代
表
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

台
石
の
上
に
は
、
円
形
の
蓮
華

座
が
あ
り
、
単
弁
の
六
葉
で
す
。

　

西
願
寺
の
山
門
手
前
、
右
側
の

六
地
蔵
の
中
央
に
、
三
界
万
霊
塔

が
あ
り
ま
す
。

　

三
界
と
は
、
欲
界(

欲
望
に
と
ら

わ
れ
た
生
物
が
住
む
境
域)

・
色
界

(

物
質
的
条
件
に
と
ら
わ
れ
た
生
物

が
住
む
境
域)

・
無
色
界(

精
神
的

条
件
の
み
を
有
す
る
生
物
が
住
む

境
域)

で
す
。
万
霊
と
は
、
こ
の
世

の
中
の
全
て
の
生
き
物
の
こ
と
を

指
し
て
い
ま
す
。
過
去
・
現
在
・

未
来
を
通
じ
て
、
生
き
と
し
生
き

る
も
の
全
て
の
霊
を
宿
ら
せ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
塔
は
、
造
立
す
る
こ
と
が

供
養
の
目
的
で
な
く
、
回
向
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
万
霊
を
供
養
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
日
常
的
に
多
く
の
人
か

ら
回
向
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

こ
こ
に
安
置
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

花
崗
岩
製
の
丸
彫
り
の
地
蔵
菩

薩
座
像
で
、
左
手
に
宝
珠
右
手
の

手
首
の
先
は
欠
損
し
て
い
ま
す

が
、
お
そ
ら
く
錫
杖
を
持
っ
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
幅
五
十
七
㎝
の

基
礎
上
部
に
返
花
座(

角
と
辺
の
中

央
に
単
弁
が
あ
る
・
八
枚)

が
あ
り

ま
す
。
そ
の
上
に
正
方
形
の
台
石

が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

表
面　

文
政
六(

一
八
二
三)

癸
未   

           

年
夷
則(

七
月
の
異
称)

吉

           

且
／
三
界
萬
霊
／
發
願
主

           

活
秀
和
尚

三界万霊塔

西
願
寺
の
三
界
万
霊
塔

（文
責
）　

日
山　

貞
治

神社入口の幟籏

　
　

昭
和
四
十
二
年
仲
秋　

　
　
　
　
　
　

三
秋
字
中
安
全

②
神
社
入
口

　

正
一
位
水
之
大
明
神
社

　
　

昭
和
六
十
一
年
一
月
吉
祥
日

　
　
　
　
　
　

三
秋
氏
子
中

③
参
道

　

奉
厳
嶋
神
社

　
　

昭
和
五
十
四
年
十
月
吉
日

　
　
　
　
　
　

氏
子
中

　

奉
春
日
神
社

　
　

昭
和
五
十
四
年
十
月
吉
日

　
　
　
　
　
　

氏
子
中

④
原
中

　

正
一
位
水
之
神
社

　
　

昭
和
六
十
一
年
一
月
吉
日

　
　
　
　
　
　

三
秋
氏
子
中

⑤
岡
田
組
・
北
組
の
辻

　

奉
正
一
位
水
之
神
社

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
吉
日

　
　
　
　
　

    

組
中
安
全

⑥
端

　

奉
正
一
位
水
野
神
社

　
　

平
成
十
年
十
月
吉
日

　
　
　
　
　
　

組
中

　

奉
正
一
位
稲
荷
神
社

　
　

平
成
十
年
十
月
吉
日

　
　
　
　
　
　

組
中

　

参
道
と
端
の
幟
は
、
左
右
で
神
社

名
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
神

社
入
口
と
原
中
の
幟
は
、
三
津
の
荒

瀬
染
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
五
年
十
月
十
五
日
（
日
）

に
地
方
祭
が
あ
り
、
伊
予
市
内
の

各
所
で
秋
祭
り
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
三
秋
地
区
で
も
、
水
之
明
神

社
の
秋
祭
り
が
あ
り
、
集
落
の
辻

な
ど
に
幟
旗
が
立
て
ら
れ
ま
し

た
。

　
「
み
あ
き
新
聞
」
第
２
号
で
、
岡

田
組
・
北
組
で
新
調
さ
れ
た
幟
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
幟
の
文
字
を
紹
介

し
ま
す
。

   ①
下
三
秋

　

奉
献
正
一
位
稲
荷
神
社

厳島・春日の幟旗

神

社

の

幟

旗

（文
責
）　

日
山　

貞
治




